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1．本年度の目的
　本年度は、昨年度まとめた生物調査
の資料を利用し、幼児を対象とした親
水プログラムの構築実施、また同時に
プログラム実施のための大学生ボラン
ティアリーダーの養成を行うことを目
的とした。また、我々が行っている大
学近辺の庄下川の水質検査と、尼崎市
が発表している環境モニタリングデー
タと比較するため、水質検査の方法と
項目の検討を尼崎市立衛生研究所およ
び環境監視センターと協力して行うこ
ととした。
　
2．水質検査
　昨年までと同様に、大学近辺の上生
嶋橋で実施した。調査は 27 年 6 月か
ら 10 月の期間、週 1 回実施した。定
点測定の結果、DO の平均は 4.33 mg/
L、pHの平均は9.00、BODの平均は1.95 
mg/L、COD の平均は 9、透視度の平
均は 113cm であった。浮遊物質量は、

2.4 mg/L、であった。pH 以外は、い
ずれも尼崎市によるモニタリングデー
タと大きな差異はなかった。
　
3．�幼児を対象とした親水プログラム
の構築と実施

　プログラムは、大学生ボランティア
リーダーと幼児 5 ～ 8 名でグループを
構成し、大学近辺の庄下川側道沿い約
600m を、ジュズダマ、エノコログサ、
ツユクサ、イヌタデ、カモを見つけて
いく約 40 分のもので、「しょうげがわ
たんていだん」と名付けた。幼児には
探偵団のしるしとして、トンボの形を
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した「とんぼのめがね」を配布し、植
物や小動物を見つけたら、シールを
はっていった。実施日、参加者は、
2015 年 10 月 21 日、尼崎市内私立 A
幼稚園（年長組幼児 30 名、大学生ボ
ランティアリーダー 11 名）、10 月 26
日、尼崎市立 B 保育所（年長組幼児
23 名、大学生ボランティアリーダー
17 名）、10 月 30 日、尼崎市立 C 保育
所（年長組幼児 23 名、大学生ボラン
ティアリーダー 21 名）で、計 3 回実
施した。

　
4．�親水プログラムを運営するための�
大学生ボランティアリーダーの養成

　2011 年、2013 年に幼児、小学生対
象の親水プログラムを実施した結果、
運営に関わるボランティアリーダーの
資質を向上させることが、よりよいプ
ログラムを実施するためには必要であ
るとの課題が残っていた。そこで、過
去のプログラム実施報告よりボラン
ティアリーダーに必要な研修内容を抽
出し、リーダー研修をプログラム化し
た。幼児親水プログラム実施の 1 ヶ月

前に、学内で興味をもってくれた学生
を募集し、3 回の研修を行った。リー
ダー研修用の資料には、プログラムス
ケジュール、実施時期にみられる庄下
川の小動物と植物の名前、植物遊び、
幼児への声掛けの内容などを記載し、
実際にプログラム地点を歩きながら、
学んでもらった。それぞれの研修後に
は、参加者で話し合いの機会をもち、
研修資料の変更を行いながら、プログ
ラム化できるようにした。
　
5．その他の活動
　8 月に、尼崎市立衛生研究所が理科
研究の手ほどきを行うイベント、宿題
研究所に学生がボランティアとして参
加した。また庄下川のいきものについ
て、尼崎市民対象のミニ講義を行っ
た。11 月には、大学近辺の庄下川の
散策マップ、よく見られる植物と小動
物、名月姫の物語のリーフレットを作
成し、尼崎市民に配布した。11 月末
に、第 6 回阪神つながり交流祭で、学
生が、口頭およびポスター発表を行っ
た。
　


